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はじめに
• 金星探査機「あかつき」は，異なる波長の狭帯域フィル
タを備えた 5 台のカメラを使用し，異なる高度の雲を
観測. 

• あかつきの撮影した
画像は一定期間が
経過した後，NASA 
の PDS や DARTS 
内の AKATSUKI 
Science Data Archive 
において公開. 
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はじめに
• しかしながら, データが機器ごとに異なるディレクトリに
存在するため, 多波長で協調的に観測して得られたデータ
について, 全体的な描像を得にくいという問題がある．
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本研究の目的
• AKATSUKI Science Data Archive で公開されている金星
探査機「あかつき」公開データの簡易な検索・表示・ダウ
ンロードを可能とするための Web システムの開発
‒ 3 次元的な雲の動きの把握を意識した検索・表示
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手法
• DARTS からデータ取得
‒ Akatsuki の較正済みデータ
(Level 2, Level 3) が対象
• Level 2 : FITS 形式
• Level 3, 3x : NetCDF 形式

• ヘッダに記述されている観測
情報をデータベース (DB) 化
‒ MariaDB 利用

• Ruby on Rails を用いて, 
Web システムを開発

• 3 次元的な雲の動きの把握を意識した検索・表示には，
「観測プログラム名」と「観測時間」を活用. 
‒ 協調的に観測を行ったカメラ・波長の情報を得るために

問い合わせ 返答
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データベースについて (1)
• ヘッダ情報を格納したテーブルを検索に直接利用
‒ 検索に時間がかかりすぎる. プログラムの複雑化．
→ 使い物にならず
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データベースについて (2)
• ヘッダ情報から検索用のテーブルを作成
• リレーションスキーマを検討した結果，検索・表示に必要
なヘッダ情報を1つのテーブルに格納することに(方法2)
=> 検索時間を削減，検索条件の追加も容易
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システムの概要

https://vco.epi.it.matsue-ct.jp/
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システムの概要～検索画面～
• 検索条件
‒ 日時
‒ 観測機器
‒ 金星とあかつきの距離
‒ 位相
‒ データの種類 (L2, L3)
‒ FIT_STAT
• 品質の良し悪し

条件の追加

フィルタ選択

時刻の選択

検索画面
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システムの概要
• 3 次元的な雲の動きの把握を意識した検索・表示：
「観測プログラム名」と「観測時間」を用いた一覧表示. 
‒ 同時に撮影された異なる高度の雲画像の比較や, 同じ高度で
雲分布の時間変化の把握を可能に.

時
間
変
化

波長変化 (= 高度変化)
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システムの概要～一覧表示画面～

時
間
変
化

波長変化 (= 高度変化)

観測プログラムや
時刻でソート可能

• 観測プログラム名
• 観測時間
• フィッティングステータス

マウスオーバーで
説明が表示される

画像詳細

ヘッダ情報

画像一覧画面Level2，Level3
切り替え
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システムの概要～詳細表示画面～

時
間
変
化

波長変化 (= 高度変化)

観測プログラムや
時刻でソート可能

• 観測プログラム名
• 観測時間
• フィッティングステータス

マウスオーバーで
説明が表示される

画像詳細

ヘッダ情報
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システムの概要～DL, animation～
• 一括ダウンロード
• アニメーション gif 作成

時
間
変
化

波長変化 (= 高度変化)

一括ダウンロードとアニメー
ション gif の作成ボタン

ダウンロードするもの, もしくは
アニメーション gif の対象に
チェックを入れる

時間変化の例

高度変化の例This document is provided by JAXA.



システムの概要～お気に入り～
• お気に入り登録・お気に入り検索
‒ 気に入った画像や検索条件を保存
‒ ユーザ同士で共有

時
間
変
化

波長変化 (= 高度変化)
画像詳細

ヘッダ情報

画像一覧画面

お気に入り登録
お気に入り検索
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システムの比較・応用可能性
本システムと他のデータ閲覧システムとの比較
• PDS Image Atlas (NASA)
‒ 月や火星など様々なミッションの
データ閲覧システム

‒ あかつき未対応．波長方向の変化
(高度方向の変化) が見られない．

本システムの他探査機への応用可能性
• 時間変化があり，複数データの比較が必要な衛星で応用可
能性がある．
‒ ○ Venus Express
• 金星大気を複数波長で観測．応用可能性あり
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まとめ
• 本システムにより，同時に撮影された異なる高度の雲画像
の比較や, 同じ高度で雲分布の時間変化の把握が容易と
なった.

• 検索・表示する際に，データをまとめた検索用テーブルを
用意することが検索時間の削減に有効であった．
‒ 検索用のテーブルはFITSとNetCDFの両方のヘッダ情報を包
含し, 観測時間と観測プログラムを主キーとする.

• ヘッダ情報では検索できない条件は「お気に入り検索」と
いう形で共有・検索できるようになった．

• 今後の課題：利用者の増加・プロモーション, 運用の人手.
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